
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

          

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「さかみちを上

のぼ

ると，笑顔
えがお

が待
ま

ってるよ」 
 

白小だより 

１月号（No.9） 

令和７年１月８日 

巳
み

のごとく脱皮を繰り返し 前進し成長する白方っ子に 

 

 令和７年（２０２５年）新たな年が始まりました。３学期初日の今朝も 

寒さに負けず、坂道を歩いて登校する元気な子どもたちの姿がありました。 

「おはようござます。」と元気に挨拶する子どもたちに、明るい未来を感じ 

たうれしい年始めとなりました。３学期も子どもたちが安全・安心に学校 

生活を送り、自他の良さを認め伸ばし、未来に向かってともに歩みを進め 

られるよう努めてまいります。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 ２学期の終業式で「竹のふし」の話をしました。２学期にはたくさんの行事があり、行事一つ一つ

に力を尽くした子どもたちは、そのたびに大きく成長しました。子どもたちの成長を促したのは行事

だけではありません。思い悩んだとき、立ち止まって考え、だれかに話を聞いてもらったり話し合っ

たりして、自分たちの最適解を見つけて前進してきました。学習面でも、毎日の授業に真剣に取り組

み、テスト勉強をしてテストに臨みました。一つ一つのことにまっすぐに、一生懸命に向き合い、自

分の中にしっかりとした「ふし」をつくりました。「ふし」があるから竹は丈夫でしなやかです。３学

期は一年の総仕上げの学期であり、次の学年や学校への橋渡しとなる大切な学期です。ですから、自

分の中に丈夫な「ふし」をつくり、竹のようにまっすぐに、しなやかに伸びていってほしいと願って

います。 

 そこで、３学期の始業式では、今年の干支である「巳（へび）」について話をしました。へびは、「脱

皮」を繰り返して成長する生き物です。同じように、子どもたちも新しい学びや経験を通して成長し

ていきます。失敗や困難なことも子どもたちの大きな成長の機会になります。挑戦しなければ、失敗

も困難に感じることもありません。子どもたちには、失敗を恐れずに、自分の夢に向かって「挑戦」

してほしいと思っています。思い切ってチャレンジしてほしいと思っています。しっかりと自分の未

来を描き、目標を立て、一歩一歩前進してほしいと願っています。夢を実現させるために、始業式で

子どもたちに「ある人」の「あるもの」を紹介しました。始業式で校長先生がどんな話をしたのか、

紹介してくれた「ある人」とはだれなのか、「あるもの」とは何なのか、お子様にたずねていただき、

親子やご家族で、将来や夢、目標について話し合う機会にしていただけると、大変ありがたいです。 

１・２月の生活目標   

 バランスよく食べて 

元気な体をつくろう 

(担当 整備委員会) 

１月２４日～３１日は学校給食週間、１月２７日～

３１日はふるさの食発見週間です。 

２月の主な行事予定 

１４日（金）クラブ（最終） 

２８日（金）６年生を送る会 委員会（最終） 

３月の主な行事予定 

１８日（火）卒業証書授与式 

２４日（月）修了式・離任式 

 

 

 

 

 


